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研究成果の概要（和文）：本研究は現代ロマンス諸語のうち代表的な、フランス語、イタリア語、スペイン語、
ポルトガルポルトガル語、ブラジルポルトガル語、ルーマニア語のテンス・アスペクト体系の対照研究である。
これら６つの言語のテンス・アスペクト体系を記述的に考察するために、本研究はまずAgatha ChristieのThe 
Thirteen Problemsの各言語訳と原本のパラレルコーパスを作成した。次に、同コーパスを用いて、①各言語に
おける「大過去」の記述および分析し、従来指摘されることのなかったロマンス諸語間のテンス・アスペクト体
系の異同を具体的に示すと同時に、②各言語に特有のテンス・アスペクト現象の再検討を行った。

研究成果の概要（英文）：This research is a contrastive study on the tempo-aspectual systems in the 
six Romance languages; French, Italian, Spanish, European Portuguese, Brazilian Portuguese and 
Romanian. First, we made a parallel corpus composed of the translations of the six languages of the 
novel Thirteen Problems written by Agatha Christie. Then, based on the parallel corpus, (1) we made 
a detailed description and a contrastive analysis of the "past perfect (pluperfect)" in the said 
languages, which demonstrates concretely the differences and similarities of the tempo-aspectual 
systems in the said languages which had never been pointed out in the literature, and (2) we 
reconsidered tempo-aspectual phenomena proper to each language.   

研究分野： 言語学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１． 研究開始当初の背景 
 従来のロマンス諸語の対照研究は、通時的
研究であったり、各ロマンス語の現状を表面
的に記述したものが多かった。その結果、ロ
マンス諸語のある特定の言語の様相がロマ
ンス諸語全体を表すものとして提示され、そ
の偏った資料を基に一般言語的な議論が行
われるという弊害が繰り返されてきた。その
傾向は特にテンス・アスペクトの分野におい
て著しかった。そのような背景から、本研究
は、現代ロマンス諸語の実際の姿を、その異
同が特に際立つテンス・アスペクト体系の観
点から詳細に記述・分析し、現代ロマンス諸
語間にある相違点と類似点を明示すると同
時に、その異同が各言語のテンス・アスペク
ト体系のどのような特徴に基づくものであ
るかを解明していくことにした。 
 
２． 研究の目的 
 本研究は、俗ラテン語をその母体とするロ
マンス諸語のうち、代表的なフランス語、イ
タリア語、スペイン語、ポルトガルポルトガ
ル語、ブラジルポルトガル語、ルーマニア語
のテンス・アスペクト体系の対照研究である。
これまでロマンス諸語の対照研究は、まさに
その系統的類似性から等閑視されてきた。し
かし、ロマンス諸語の体系の展開には当然各
語に共通の部分と各語独自の変化を遂げた
部分がある。本研究は、そのようなロマンス
諸語を、その異同がもっとも際立つと思われ
るテンス・アスペクト体系という観点から実
証的に対照・分析し、ロマンス語学のみなら
ず一般言語学にも役立つ資料を提供すると
同時にテンス・アスペクト分野における理論
的貢献をなすことを目的とするものである。 
 
３． 研究の方法 
 対象とする 6 言語のテンス・アスペクトの
類似点と相違点を具体的に提示するために、
まず、Agatha Christie の The Thirteen 
Problems の原本と当該 6 言語の翻訳からな
るパラレルコーパスを作成した。次に、この
パラレルコーパスを用い、当該 6 言語のテン
ス・アスペクトの振る舞いの異同を具体的に
探るための対象として「大過去 (past perfect, 
pluperfect)」を設定し、①各言語における「大
過去」の機能の一般的規定、②同コーパスに
おける主文中の出現頻度、従属文中の出現頻
度を記述分析した。この結果は本報告書の
〔その他〕に記載された各論文に詳しい。ま
た、同コーパスを用い、これまで指摘される
ことのなかった各言語に特有のテンス・アス
ペクト現象が考察されたが、その成果は本報
告書の〔雑誌論文〕に記載された論文に詳し
い。 
 
４．研究成果 
 本研究の成果の中で特筆すべきは、フラン
ス語、イタリア語、スペイン語、ポルトガル
ポルトガル語、ブラジルポルトガル語、ルー

マニア語という 6つのロマンス諸語および英
語からなる約 7万語のパラレルコーパスを作
成したことである。このように多くのロマン
ス諸語と英語の異同を一目で確認すること
のできるパラレルコーパスは、管見の限り、
国内外ない。次に、このパラレルコーパスを
用い、当該 6 言語のテンス・アスペクトの異
同を「大過去」の振る舞いという観点から具
体的に記述・分析することができた点は、ロ
マンス語学のみならず当該 6 言語のテンス・
アスペクト研究に大いに寄与すると思われ
る。ただ、本研究の期間は 3 年間と短かった
ためやり残した点も少なくない。特に、本研
究では、近年研究が盛んな、半過去・未来形・
条件法とモダリティとの関係、また、複合過
去・未来形・条件法とエビデンシャリティ（証
拠性）について触れることはできなかった。
そこで、この点についてさらに研究を進める
ため、本研究の発展的展開として、平成 30
年から平成 34 年の科研基盤研究(B)「ロマン
ス諸語におけるテンス・アスペクト・モダリ
ティ・エビデンシャリティの対照研究」を申
請し、採択された（課題番号 18H00667）。  
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